
 

 

平成２８年度福井県総合防災訓練実施結果 

 

１ 目  的 

災害対策基本法および福井県地域防災計画に基づき、防災関係機関が協力して迅速・的確

に応急対策が実施できるよう、訓練会場の特色を活かした実践的な防災訓練を実施する。ま

た、併せて住民の防災に対する意識の高揚を図る。 

今年度はあわら市を主会場とし、大雨よる災害や地震・津波災害に対応できる広域的な防

災体制の確立を図る。  

 

２ 日  時   平成２８年１０月３０日（日） ８時００分～１２時００分 

   

３ 場  所  （１）主  会  場   北潟湖畔公園（あわら市） 

        （２）住民避難訓練   あわら市一円  

 

４ 主  催   福井県、あわら市  

 

５ 参加機関   ９３機関（約１，２００人） 

（１）国の行政機関 

中部管区警察局福井県情報通信部、北陸総合通信局、敦賀海上保安部、東京管区気

象台福井地方気象台、近畿地方整備局、近畿地方整備局福井河川国道事務所、近畿

地方整備局九頭竜川ダム統合管理事務所  

（２）自衛隊 

自衛隊福井地方協力本部、陸上自衛隊第１４普通科連隊、陸上自衛隊第１０飛行隊、

陸上自衛隊第３７２施設中隊、海上自衛隊舞鶴地方総監部、航空自衛隊第６航空団  

（３）警察関係 

福井県警察本部、あわら警察署、あわら市防犯隊 

（４）応援県 

石川県、富山県、岐阜県、奈良県 

（５）消防関係 

福井県消防長会、嶺北消防組合消防本部、福井市消防局、大野市消防本部、勝山市

消防本部、鯖江・丹生消防組合消防本部、永平寺町消防本部、南越消防組合消防本

部、敦賀美方消防組合消防本部、若狭消防組合消防本部、嶺北消防組合あわら消防

団、自主防災組織、(公社)福井県消防協会  
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（６）医療関係   

(一社)福井県医師会、(一社)坂井地区医師会、(一社)福井県歯科医師会、（公社）

福井県看護協会、日本赤十字社福井県支部、福井県赤十字血液センター、福井県赤

十字救護奉仕団、あわら市赤十字奉仕団、福井県無線赤十字奉仕団、赤十字飛行隊

福井支隊、福井県立病院、福井赤十字病院、福井県済生会病院、福井大学医学部付

属病院、福井勝山総合病院、公立丹南病院、市立敦賀病院、杉田玄白記念公立小浜

病院、福井総合病院  

（７）交通運輸関係 

福井県倉庫協会、(一社)福井県トラック協会、日本通運(株)福井支店、(一社)日本

自動車連盟、えちぜん鉄道(株)、西日本旅客鉄道(株)金沢支社福井地域鉄道部、中

日本高速道路(株)金沢支社、西日本高速道路(株)関西支社  

（８）ライフライン関係 

西日本電信電話(株)福井支店、(株)ＮＴＴフィールドテクノ北陸支店、（公財）日

本公衆電話会、(株)ＮＴＴドコモ北陸支社、ドコモＣＳ北陸(株)、ＫＤＤＩ(株)北

陸総支社、ソフトバンク(株)、北陸電力(株)福井支店、(一財)北陸電気保安協会福

井支店、（一社）福井県電業協会、あわら市管工事協会連絡協議会、（一社）坂井郡

建設業協会、(一社)福井県ＬＰガス協会、福井県高圧ガス地域防災協議会、(一社)

日本コミュニティーガス協会近畿支部福井県防災会、関西電力(株)原子力事業本部、

日本原子力発電(株)、(独)日本原子力研究開発機構 

（９）各種団体 

日本郵便(株)、北陸地方非常通信協議会、福井県災害ボランティアセンター連絡会、

(福)あわら市社会福祉協議会、あわら市災害ボランティアセンター連絡協議会、福

井県石油業協同組合、(株)福井銀行、ＮＨＫ福井放送局、福井街角放送(株)、(株)

日立国際電気、あわら市金津雲雀ケ丘寮、レイクサイド北潟湖畔荘、大塚製薬(株)、

セッツカートン(株)、福井県民生活協同組合 

（10）地元地区関係（あわら市住民） 

 

６ 参加車両等  車両 １０９台   

航空機 ７機（県防災航空隊３機（福井、富山、奈良）、県警航空隊１機、 

陸上自衛隊１機、近畿地方整備局１機、赤十字ｾｽﾅ１機） 

  

７ 訓練想定    大雨および地震・津波による複合災害 

・台風および前線による大雨によりあわら市に土砂災害警戒情報が発表、その後嶺北北

部の沖合を震源とする地震が発生、市沿岸に津波警報が発表 

・市内では、土砂災害および地震、津波災害による家屋の倒壊、火災、ライフラインの

被害が発生 



８ 主な訓練項目 

（１）実動訓練                                                 

①現地合同調整所の調整による救出救助訓練 

○新現場状況や負傷者数等の情報が不明な状況での実動機関連携による救出救助訓練（ブラインド型） 

 ・土砂災害道路啓開訓練（自衛隊、消防）・倒壊家屋救出訓練（消防、警察、自衛隊、DMAT） 

・中高層建物救出訓練（消防、DMAT）  ・応急救護所設置運営訓練（消防、DMAT、看護協会等） 

②航空機運用調整班の調整による救出救助訓練 

・県防災航空隊が、実動機関の航空機の活動内容等を調整し、以下の訓練を実施 

 ・津波被害建物からの救出救助訓練（県防災ヘリ、富山県防災ヘリ、消防、自衛隊） 

・県警ヘリによる湖上からの漂流者救出救助訓練（県警ヘリ、消防） 

・ヘリからの散水による大規模火災延焼阻止訓練（奈良県防災ヘリ） 

○新③自衛隊の軽門橋を利用した車両等搬送訓練（自衛隊） 

・自衛隊の救助ボートを連結した「軽門橋」を利用し、支援物資を積載した車両等を搬送 

○新④列車からの乗客救出救助訓練（えちぜん鉄道、消防、DMAT） 

・地震により停車した列車内からの乗客の避難誘導、負傷者の救出救助【会場:あわら湯のまち駅】 

 

（２）熊本地震の課題を踏まえた訓練                  

○新①あわら市災害対策本部への市町災害対応支援班派遣訓練（県、あわら市） 

  ・県災対本部会議で支援班の派遣を決定し、市災対本部で情報収集を行い、県へ報告 

○新②応援協定に基づく支援物資輸送訓練（県、トラック協会、倉庫協会、自衛隊） 

  ・民間倉庫に集積された物資を市の中継拠点に配送。中継拠点で仕分けし避難所に配送 

③熊本地震を踏まえた避難所運営訓練 

 ○新車中泊を含む避難者の健康状況確認、支援物資供給訓練（県、あわら市） 

・段ボールを利用した生活スペース確保訓練、災害用トイレ組立訓練（あわら市、住民） 

・炊き出し訓練（自衛隊、市赤十字奉仕団、あわら市等） 

 

（３）住民避難訓練等                                      

○新①宿泊施設における一時滞在者の避難誘導訓練 

  ・地震による火災発生を想定した、宿泊施設従業員による避難誘導訓練【会場：北潟湖畔荘】 

○新②避難者の健康支援活動および福祉避難所開設・運営訓練【会場：金津雲雀ケ丘寮】 

・福祉施設への避難情報の伝達、要配慮者への健康支援、あわら市による福祉避難所の開設訓練 

③大雨および地震・津波災害からの住民避難訓練等 

・市内全地区を対象とした住民避難訓練（参加者約 4,100人） 

・全市民を対象に自宅などでの地震から身を守る行動訓練 



（４）災害対策本部運営訓練                      

①訓練想定に合わせた図上訓練 

・災害情報インターネットシステムを活用した被害情報集約訓練 

   ・緊急時初動班参集訓練 

 

９ 訓練を通じた課題等 

（１）訓練を通じた課題 

＜実動機関による連携訓練＞ 

・ブラインド型の救出救助訓練において、実動機関それぞれの指揮命令系統がある

ため、現地合同調整所において効率的に情報を共有する方法について検討が必要。 

 

＜市町災害対応支援班の派遣訓練＞ 

  ・支援班員の中には、土地勘がないことや災害対応に関する経験不足から、被害状

況の把握、伝達に時間を要することがあったため、災害対応力の一層の向上が必

要。 

 

＜その他＞ 

 ・地元の事業者や社会福祉施設などの参加を得て訓練を実施した。今後も、これま

で訓練に参加していない機関についても参加を呼びかけ、幅広い分野での訓練を

実施していくことが重要。 

 

（２）今後の対応 

 ・ブラインド型の救出救助訓練を引き続き実施し、実動機関の対応力の向上を図る

とともに、現地合同調整所での合同会議を複数回実施するなど、効率的に情報を

共有する方法について検討する。 

 ・災害対応に関する知識やノウハウ等を災害対応支援班が身に着けられるよう、研

修や訓練を継続して実施し、災害対応力の向上を図る。 

 ・地元事業者やこれまで訓練に参加していない機関についても参加を呼びかけ、幅

広い分野での訓練を実施する。 

 


